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シュタイナーの人間観に基づいた湿布療法の

基礎的知識とその一例としての足浴療法の紹介

|サi藤 良 r

は じめに

2 0 0 1年に,Fモ ニカ ・フィンガドー孝,湿 布療法 ― イタ・ヴェーグマンクリエックのハンドブッ

クよリー,N a t u r a  V e r i a g ( 2 0 0 1 ) Jがスイスで出版された「 ドイツ,ス イス.ス ウェーデンを始め、

ヨーロッパにはシュタイナー医学を基本に|え,まを施行している20 0床から40 0 1末の病院が,官 民を聞

わずいくつかあるが,本 書はそうした医療 ・看護の現場における治療法の中で大きな柱の ・つであ

る湿布療法について、その基本概念と方法とを詳しく紹介したものである「著者はスイスにあるそ

うした病院の一つでゃ治療として和1み込まれている多凝多様の湿布瞭法をゃ仲間j主との数多くの実

践を通して20年近く厳しく吟味し発展させてきたドイツ人看f隻師である.本 書の中にその長年の実

践の集人成が纏められている.こ こではそのll L論から、その i:要自;分である 「重要な基礎知i哉Jの

項と,各 論としての諸療法の中からその ‐例として
~/ L iイ
章_に ついて取 り上げることにした!足 浴

は本文にもある過り,簡 使で高い効冴tを得ることのできる棟法である 本 書と他の類似吾との遠い

は,本 音の内容全体がシュタイナーの令ブ、的なブ、「1可触になづいていること,そ して使用するハーブ

や基材の違いにより′|をまれる報‖やかな迫はや先告忘、 l」法なと
す
の道いについて実践に豪打ちされた J・

年で詳細な指示を提示していることにある う ュタイナーの湿布療法が。今後病院での看護場面の

みならず,在 宅看i隻や家庭でも広くJ( | )入れられることを期待してここに紹介する.

以下、Fモニカ・フィンガドー打、ii,l i峠法 ― イタ・ヴェーグマンクリニックのハンドブックより
―, Natura Veriag(2001lJ よ|)Jtlll i

Ⅱ.シ ュタイナーの令人的な人間親になづいた洞布療法についての重要な基礎的知識

湿布 (K o m p r e s s e )が身体のある,ナtまった劇;1立,た とえばある臓器の部位を治な効果のある物質

で覆うだけであるのに対して,本 持で,上べる巻湿布 (W i c k e l )では身体部位を巻いて覆うという相

違点があります=殆 ど全ての出せ布と巻ホ↓布ではゃ扱う身体部分を外布で包み込むように巻いて覆い

ます.

1 )そ のrl l能性と限界

これらの湿布療法の多くは,家 庭での希i雀場画で大きな助けとなるでしょうし, 本部のものは本

人が行うことも出来ます.責 任ある出せ右j峠法を行うためには,そ の効果の可能性と共にその限界を

もよく知っておかなければなりません 対1布f棟法は医師以外の人が処方する事はできない。また,

】よ状の原1用が明昧でない時やゃ湿布棟法をしてもll F :状が改善しない時には,必 ず医師に相談しなく
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てはなりません=湿 布療法はゃたとえ急性の1も しくは危篤時の病状に対しても他の治療的方法に

付随して、これを支援する大変重要な治療形態として提案することができます:

2)ク ライエントヘの問題提起

湿布療法は.ク ライエントヘのひとつの問いかけのように考えることができますfク ライエント

はこの問いに対して身体的な,そ して更にフじヽや精神の次元での反応を通して,そ の人固有の答えを

返してくれます.

私たちが素材やその諸力についてのイメージ像を自分の中で発展させ,こ れを生成できるように

なると, よリクリアな意識を持ってこうした問いを立てることが「l能とな|)ます そ のことによっ

てクライエントヘの効果をより良く読み取り,そ れにもとづいて次の子 堵`てを行うことが出来るよ

うになるのです.

湿布はクライエントの個別のエーズや体験に応じて,貼 用時間や温度ゃ濃吃などを少しづつその

人に合わせてゆくことができますが,そ のことによって案草や湿布の形式のもつ、本質的な効果の

可能性を妨げるようなことにならないよう注意が必要です。たとえばあるクライエントにできる限

り熱いカミレ湿布を貼用すべき状況で,体 温程度の温かさの湿布がH占1円きれるならは、その湿布の

正確な効果は望めません.も し次の回にも湿布の温度を上げて貼用できないようであれば,他 の種

類の実草を用いるか,他 の湿布の形式を検討しなくてはならないでしょう

3)ク ライエントからの反応

クライエントからの十分な反応を急いで求めてはいけません.例 えば内洋 ノヨキリツウの肝臓湿

布は,湿 布のあと何時間かしてから強い党醒状況‐ も しくは強い倦怠感、散しヽヽ作腹.喉 の乾き,

あるいは頻尿といったように,実 に様々な「付随的な作用Jを起こすこと力Sあ|)ます 恐 らくクライ

エントはこの効果の強い湿布療法を通じて我に帰り,そ の身体が声を上げ.ク ライエント自身の全

く個人的なもの・隠れた欲求や感情と言ったものがその内部の深奥から姿を現したのです:ク ライ

エントの現在の状態を多く物語ってくれるこうした反応にこそ注意しよく日覚めていなくてはなり

ません=

多くのクライエントは自分の感じた反応について詳しく話してくれますが、そうてないクライエ

ントの場合,私 達が注意深く観察しなくてはなりませんことりわけ初めて行う汁i墳法ではこのことが

重要です.

4)ク ライエントとその環境

クライエントに治療について知りたいという気持ちがあるなら・他の治有とlrll様に湿布療法の手

順と目的をよく説明しなければなりませんじ、それは常に心がけているべきです

湿布療法の前に, クライエントにはトイレを清ませ・着心地の良い衣脱を身にまとってもらいま

す,部 屋を改めて換気し,電 話や面会,ラ ジオ,騒 音、直射日光といった妨1年や気を散らせるよう

な外的影響をなくすように配慮します.湿 布中には
い
湿布中ですiど うそお韓かに:Ⅲの札を私たち

はドアの入り口に下げることにしています.
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件「g3的な状況とクライエントの状態によって、泣行用の布類の準備方法やゃ湿布に使う英草の種

類,あ るいは室内で準備するか隣とでf牛備するか杵が決められます― 人 切なのはクライエントの周

りで不必要な煩雑さがFLじないことです― しかし.油,行|IJのヽ て布 (湿布用布)の 上からハ
ーブテ

ィーが注がれるのを見たり.L7」り分|十られたレモンの呑りをかいだりすることでクライエントのイく

安が和らぐこともよくあります 小 [|十て!ま、
｀
1て行t二′ヽ―フテ イーを'とぐ時にはクライエントのベ

ッドサイドで行うことを巧モ買」としてヽヽます そ うでない場合にはゴム湯たんぽなどで当て布を扶ん

で,品度が下がらないようにしてす手ち延ひます

湿布や巻湿布を姑|||した後は、その部|、1をクライエントの交暇で積い( しわのないようにビンと

伸ばして,心 地よく横たわることかできるようにします そ して掛け物で身体を肩まで均
一に覆い

ます―ナとが,iたかいことはくつろぎゃリラックスするために大変重要な前提となりますが,暖 かい湯

たんtまをと,こにもうひとつhく ことはあまりrとい解決木ではありません!な ぜならそのことによっ

て
"身
体の洋忘力

‐
が,り」の部位に同時に向けられてしまうからです―良い方法はあらかじめベッ

トを湯たんぽで帳めておいたり、靴 ドをほいて足を暖かく整えておくことです!

混布猿法の間ゃリラックスして仰臥位でいるために (特に腹部に症状のある場合)ク ッションや

あて枕をひざの下におくとよいでしょう「多くの湿布や巻湿布では,ク ライエントは横を向く事も

できますi

3)時 間とリズム

湿布や巻湿布を取 り除いた後には十分な 「後休みJの 時間をとることが非常に重要です=そ のこ

とでゃ身体器官は,『布棟法に対して反応することができるようになるのです:こ の問一切妨督が入

らないようにします そ のため出,ljのための口,Pllは,ク ライエントの一日のスケジュールの中でゆ

ったりと計画されるべきてす 油↓lf壮法が終わった後も教||は1ヒ崚的占争かなlJ を々過ごせることが

望ましいのです:

ただ。頭痛の際の
~か
らし)止i十ヽ_|ま十tタトてす こ メ)'オてよの場イドは報 |)f生しの文施の後に初めて 十

分な効果が現れます「つま|)身体器“|ま求 )iとし
')!|!11め後て,よ り良く,よ り1回別化して反応す

るようになります:

生命の本質について尋ねられた時、 レトiレ7・ ラュタイナーは,…生命を担っているのはリズムで

す
“
と答えています.そ の!よ味て蛇サ1111をなit1 li+4て法を,い つも ち11の同じ時間に実施することで,

一日の中にリズムが化まれるように竹ノ)ることカリ(切です:

リズムのある官みには必ず休みが合まれているように、湿布用法でも週の真ん中に休烏、日を取り

ます,そ うすることでゃ湿布はそのあとヴ)||々もfll鮮さを保って体験でき単なる習慣の 一つとなっ

てしまうことを防ぐことができます

湿布療法は 4週 間か遅くともSi坦僻jで終 J′すべきです!状 態によっては, ・定の休烏、期間のあと

にまた始めることもできますこ身体の情業を促すような生命力 (自己治癒力もそれに含まれるので

すが)は 4週 間のリズムで推移すると考えられています:で すから、治墳期間の長さにおいてもこ

のリズムを考慮して自己治癒力を支援するのです
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6)温 かさ

ほぼ全ての湿布棟法において.熱 は中心的な役告Jを来たしています 熱 はあらゆるものに注透し、

動きをもたらすことができます:あ らゆる発達や健康回復へのll l  l lとでもあ |)ます ま た程、たちは″亡ヽ

が少し温められただけで, とても深いところにlt l Jきかけられたとはじ.市ヒll」的になること力tできま

す:

また,湿 布に使う媒体の系材の違いによって熟が令く違った11をもって北|サ峰 れます オ イル湿

布ではゃ優しく包み込むような,か らし湿布では,怒 っているかのようにオ|か作|| |し、it正一熟湿布

では集中的な熱の刺激が生じます,何 れにせよ、暖かい洞布や冷たそヽ出↓tiを 体 ブ, I H ;分に作用さ

せるときゃ実は全身の器官が刺激を受け,関 与しているのです

湿布療法を行うときには.不 必要に長時間貼ナ|!しないよう注″まをJど、います そ 't iま出,l jで温めら

れてクライエントに生じた熟が,ゆ っくりとひいてゆくことも大切たかデッて十

田,人 ,合汚」(もしくはハーフテ ィー)を |||いた狂ヤ|

足浴では浴槽に気持ち良い温かさの湯を張り,追 切な人浴却1を加|た1'こと,3】トノ|ままを膝下まで

つけます,こ のように足浴は,大 きな労力なしにゃ豊かな効果を持た,ヮ`十二と子ャノヽ ここに取 り11

げることにしました!

入浴利の代わりに, ラベンダーかローズマリーのハーブティー 11を 十tヤ|二 とt″てきます ハ ー

ブテイーの作り方は,先 ず水30 0 m lに対して乾燥ハーブ小さじl f f Aのキt r iて, 4卜|を' l iまします―|| !

意したハーブの にからi棚持した奈ヽ湯を注き,格 をして 2- 4分 おいた後どとしまヽ

1.ラ ベ ンダーの足浴

ラベンダーは暖かさを好み、芳香豊かな唇形科に属しゃその非常に||(匂 う4とと 身t様色の業に

特別豊かな精油を合んでいます

1)作 用

ラベングーには, 十分に温める。地緩,鎮 静,調 和を図るといった作||!かある

2)治 療領域と温度

■入眠困難・神経性の不安,緊 張や硬直

2神経性の動1季を伴う興奮状態

g悩みからくるイく安

ラベンダー足浴は体温もしくは,そ れよ1)やや低めの温崚で行うか、クライエントにとって′はヽ地

よい温かさでなくてはならない,
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21禁 忘

1ラ ベ ンダーアレルギー

2静脈壇 (Vadze n )のような静脈のトラブ'レ.静‖【炎 |¶lk)nlb ( ) p h l c b l i、|

1場合によっては :皮膚の創傷1ド llkの油,潤1■,または炎ツト性の皮膚疾息

3)必 要物品

i足浴槽または大きめのバケツ

2入 浴斉1 15mlな いし10ml(ま たはハーフテ イー  1 11

3大 きいバスタオル

4)準 備

沐浴槽かバケツに温湯を入れる 人 洛制を入れた後,水 を手でレムエスカー ト (8の 字)の フォ

ルムに約 1分問, リズミカルにかき洋とせてi場と洋t和|し、活性化する=

5)実 施方法

クライエントは足浴のll町.心 地よ (■'_ろようt二する:人 腿と腰を冷えないように大きめのバス

タオルで覆う:

6)持 続時間

15-30分 問, クライエントキ・と、たま と としられる長さとする!

7)後 片イ寸け

足を乾かし靴 下を履いてもデサう 'こi“|々を牛にして洗い乾かす

8)施 行後の休烏、

15分問

2.ロ ーズマリーの足浴

ローズマリーはラベンターと1中lf′it、||十ケli  lこ隅し,地 中海沿岸に好んで白生していますこ針様の

密生した業の間に、薄紫の親和‖な|とか=を  t r物 全体に貴重な精油を含んでいます=

1)イ乍ナ胃

ローズマリーには‐ 十分に沌止める。イ'i t  l忙|ヒ ′すと菌,1活 性化といった作用がある!心 臓と循環器

系を強化し,血 11 1を上げるt

2 )治 療領域と温度

I胡方の倦怠感
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2動脈性の循環障害

3頭痛ゃ舷景.意識混濁またはしばしば低血圧 (lE)と関係している. しっかり起きていない感

じて

!月経前の数日間の、「何かしっかりしない感じJ

こ口中のしっかり目覚めてない感じや生夜リズムの障年からくる人眠昨|キ

ローズマリーの足浴は 「十分に温かいJ温 度で行う:す なわち(ク ライエントの体温より1-

2C高 めの温度で行うが, クライエントにとって心地よい温かきてなくてはならない.

3)禁 忌

1ローズマリー ・アレルギー

2静脈槽のような静脈のトラブル,静脈炎

|ユ1場合によっては:皮膚の創傷,下肢の湿潤性のまたは炎症性の皮lt~攻は

二月経の初日は,血波循環が足浴によって非常に強く促されるのでj壁|十る

4 )必 要物品

|[十足浴槽または大きめのバケツ

セ入浴剤 15miないし10ml(またはハーブティー 11)

5大 きいバスタオル

5)準 備

沐浴槽かバケツに温湯を入れる!入 浴剤を入れた後.末 を手でレムニスカー ト ト の年)の フォ

ルムに約 1分 問, リズミカルにかき混ぜて湯と混和 ・活性化する.

6)実 施方法

クライエントは足浴の間心地よく唾れるようにするこ大bRと腰を冷えないようにナ(きめのバスタ

オルで覆う=

7)持 続時間

15-30分 間, クライエントが″と、地よいと感じられる長さとするこ

8)後 片付け

足を乾かし靴下を履いてもらう.足 浴糟を空にして洗い乾かすこ

9)施 行後の休烏、

15分問
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N  キ冬わりに

200 1年にゃFモニカ・フィンガドー者ゃ湿布墳法 ― イタ・ヴェーグマンクリエックのハンドブッ

クよリーゃNat u r a  V e r l a貫(2 0 0 1にがスイスで出版され.シ ュタイナー医学に基づいた掃布療法につ

いて,詳 細にわたってその話方法が紹介される事となった:筆者は,こ のような書物が邦訳され紹

介されることの意義を強く感じ,古 くからの友人てもあるモニカ・フィンガドー看護師及びNat u r a

V e d a g出版千とに照会したところ快語を得たものである,こ こに試訳を許されたことを″じ、から感謝す

るとともに,今 後も紹介を続けてゆきたいとちえている

参考て由【

1)Monika Fingado,(2001)研 lerapeutiぶビhtJヽヽ ickel und Kompressen Handbuch aus der ita Wegman

照inik,Natura Verlag`
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